
【第３章】経路確認車両設定 –経路確認車両設定-
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経路確認の新規作成

 経路確認の手順を説明します。

 トップページの「経路確認」の「新規作成・編集」から手続きをはじめます。

【第３章】 経路確認車両設定
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①

①「新規作成・編集」を選択します。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 経路確認 新規作成・編集画面から経路の新規作成を行います。

①「新規作成」をクリックし
ます。

①

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認の新規作成

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 経路確認名称を入力し、通行開始予定日を設定します。

 通行期間は通行開始予定日から1年間となります。通行開始予定日より経路
確認手数料支払いが後になった場合は、回答書作成完了日が通行開始日と
なります。

①

➁

①経路確認名称を入力し
ます。

③

③「次へ」をク
リックします。
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経路確認名称・通行期間の設定

②走行開始予定日をカレ
ンダーから選択します。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 申請者情報設定画面が表示されるので、車両設定へ進みます。

①

①「車両設定へ」
をクリックします。

5

申請者情報の確認

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 経路確認車種、車種区分、経路確認車種識別を設定します。

 一般セミトレーラ、海上コンテナ、フルトレーラは車種区分も選択します。

 車種識別は、該当する車両識別を選択します。（新規格車は次項参照）

①

➁
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経路確認車種・車両識別設定

①車種を選択します。

②車種区分を選択します。

この後の車両設定は、設
定した型の車両から選択
可能です。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 海上コンテナの車種区分は「9’6」、 「8’6」 、「その他」の３種類あります。

 車両登録時に設定した車種は経路確認の際に変更することが出来ます。

 車両登録の際に「8’6」で登録したトレーラを「9’6」で走行させたい場合は、確認車両識

別で「海上コンテナ（9’6）」を選択するか、車両登録の際に「海上コンテナ（9’6）」で設定

してください。

①

➁

②海上コンテナ（8’6）を海
上コンテナ（9’6）でで走行さ

せる可能性がある場合は、
「海上コンテナ（9’6）」で設
定してください。

①車種で「」海上コンテナ」
を選択します。
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経路確認車種・車両識別設定

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 車両識別を選択します。

車種 最遠軸距（ｄ） 長さ 総重量の最高限度

特例５車種
8.0mｄ＜9.0m ー 24.0t＜総重量≦25.0t

9.0m≦ｄ＜10.0m ー 25.5t＜総重量≦26.0t

単 車
特例５車種を除く

連結車

ｄ＜５.５m ー 総重量≦20.0t

5.5m≦ｄ＜7.0m
9.0m≦長さ 総重量≦22.0t

長さ＜9.0m 総重量≦20.0t

7.0m≦ｄ

11.0m≦長さ 総重量≦25.0t

9.0m≦長さ＜11.0m 総重量≦22.0t

長さ＜9.0m 総重量≦20.0t

経路確認車種・車両識別設定

①

①車両識別を選択します。

「新規格車」、「新規開発車
両」は、ここで選択します。

②「次へ」をクリックします。
②

新規格車とは、単車及び連結車で総重量が２０ｔを超え、かつ下表の最高限度の値以下の
車両であり、高速自動車国道および重さ指定道路を自由に通行できる車両を指します。総
重量以外の制限値は、一般的制限値と同じになります。
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現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 経路確認車両を設定します。

 右上の「新規軸種追加」から操作を進めます。

①

①確認車両を設定するた
め「新規軸種追加」をクリッ
クします。

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認車両設定

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 経路確認車両の選択方法を選びます。

 車両が「その他軸種」の場合は、 「軸種から選択」のみ、車両の選択が可能です。

 登録車両が少ない場合は「車両から選択」での操作をお勧めします。

①

①軸種から選択する場合は、
「軸種から選択」をクリックしま
す。

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認車両設定

②
②車両から選択する場合は、
「車両から選択」をクリックしま
す。

「軸種から選択」の操作手順について １１ページへ

「車両から選択」の操作手順について １７ページへ

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 「軸種から選択」を選択した場合について説明します。

 軸種追加画面が表示されるので、図の中から経路確認車両として設定する軸種のタイ

プを選びます。

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

②

①連結時の全軸数、トラクタ、トレーラ
の軸数から該当するものを選択します。

この例では軸数６、トラクタ前１軸、ト
レーラ３軸の選択しています。

②「次へ」をクリックします。

①

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



①

 車両の軸種が決定され、車両の内訳を編集することが可能となります。

 「編集」をクリックして車両の呼び出しに進みます。

③「車両呼び出し」を
クリックします。

③

①選択した軸種が設定されます。

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

②
②車両内訳の「設定」
をクリックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 登録車両呼び出し画面が表示されます。

 車両は個別に呼び出す方法と、車両グループやトラクタ／トレーラ組み合わせから呼び

出す方法があります。

 車両グループやトラクタ／トレーラ組み合わせについては、「【第７章】 車両グループ・ト

ラクタ／トレーラ組み合わせ」を御覧ください。

① ②

13

経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

①経路確認車両を個別に
呼び出す場合はこちらから
選択します。

②経路確認車両をまとめて
呼び出す場合はこちらから
選択します。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 以下、「個別に呼び出し」を選択した場合の手順を説明します。

 単車以外の場合は、トラクタの呼び出しとトレーラの呼び出しを行います。

 複数の車両を呼び出して経路確認車両に設定することが出来ます。

➁

①

①該当するトラクタの軸種
で車両が検索されます。
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

②該当する車両が車両一覧
に表示されます。

③

③経路検索車両を選び、
チェックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 トラクタを呼び出したら、次にトレーラを呼び出します。
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

➁

①

①該当するトレーラの軸種
で車両が検索されます。

②該当する車両が車両一覧
に表示されます。

③

③経路検索車両を選び、
チェックします。

④

④経路確認車両に追加
をクリックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 経路確認車両として選択した車両が一覧に表示されます。

➁

①
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

①経路確認車両一覧に選択したトラクタ
とトレーラが表示されます。

②「戻る」をクリックします。

④

④「次へ」をクリックします。
③

③ステータスが「入力済」
になります。

１８ページへ

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 「車両から選択」を選択した場合について説明します。

 登録車両が少ない場合は「車両から選択」での操作をお勧めします。

①

①車両の一覧から車両を
選択する場合に「車両から
選択」をクリックびます。

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認車両設定 （「車両から選択」の場合）

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 単車以外の場合は、トラクタの呼び出しとトレーラの呼び出しを行います。

 複数の車両を呼び出して経路確認車両に設定することも出来ます。

➁

①

①該当するトラクタの軸種
で車両が検索されます。
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

②該当する車両が車両一覧
に表示されます。

③

③経路検索車両を選び、
チェックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 トラクタを呼び出したら、次にトレーラを呼び出します。
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

➁

①

①該当するトレーラの軸種
で車両が検索されます。

②該当する車両が車両一覧
に表示されます。

③

③経路検索車両を選び、
チェックします。

④

④経路確認車両に追加
をクリックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 経路確認車両として選択した車両が一覧に表示されます。

➁

①
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経路確認車両設定 （「軸種から選択」の場合）

①経路確認車両一覧に選択したトラクタ
とトレーラが表示されます。

②「戻る」をクリックします。

④

④「次へ」をクリックします。
③

③ステータスが「入力済」
になります。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】経路確認車両設定 –積載貨物情報登録-
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【改良内容】
 申請可能なトレーラ台数が256台から5,000台に拡張されました。

 セミトレーラ連結車について、リアオーバーハングおよびはみ出し長さの入
力部分を改善しました。



● 積載貨物情報の登録画面になります。

● 積載貨物情報の入力は次ページ以降を参照してください。

● 荷主情報の入力は任意です。複数の荷主情報を有力する場合は、2つめ以降は備考
欄に記入します。

①

②

②荷主情報を入力します。

荷主情報の入力は任意で
す。

【第３章】 経路確認車両設定
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積載貨物情報登録

①積載貨物情報を
登録します。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 貨物を積載する場合は、必ず積載貨物情報を入力します。

 特例８車種などのバラ積みが認められている車両で積載貨物が複数ある場合は、貨
物１つの寸法を入力してください。

①

⑥

③

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認車両設定

①貨物を積載する車種の場合は、「登録する」を選択しま
す。

②実車・空車を同時に申請する場合は「実車・空車同一申請」に、チェックします。
ただし、空車時の経路確認も行うと経路確認手数料は実車時・空車時それぞれ必要です。
軸種が「その他」の場合は、実車・空車の同一申請はできません。

③積載貨物名称を入力してください。

④積載貨物分類を選択してください。

②

④

⑤

⑦

⑤積載貨物品名を選択してください。

⑦特例８車種などのバラ積みが認められている車両の場合で積載
貨物が複数ある場合は、貨物１つの寸法を入力してください。
単位はｃｍですので入力間違いにご注意ください。

⑥積載貨物品名「その他」を選択した場合、品名を入力してください。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順

⑧

⑧「次へ」をクリックします。



 連結時最小回転半径を入力します。

 積載貨物重量・はみ出し設定の画面に移動します

①

①連結時最小回転半径
を入力します。

【第３章】 経路確認車両設定
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最小回転半径の設定

②

②「設定」をクリックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 乗車人員と積載貨物重量を設定します。

【第３章】 経路確認車両設定

②

④

25

①

積載貨物重量・積載時寸法設定（「積載貨物はみ出し長さ」がない場合）

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順

④「積載貨物はみ出し長さ」が
ない場合は、この部分の入力
や変更は不要です。

⑤

⑤ 「積載貨物はみ出し
長さ」がない場合は、 
「設定」をクリックします。

③

②積載貨物の重量を入力します。

ダブルスの場合、セミトレーラの積
載貨物重量を「前」、フルトレーラの
積載貨物重量を「後」に設定します。

①乗車人員を
入力します。

③貨物積載時
の高さを入力し
てください。

 貨物積載時の高さ・長さを入力してください。 p.30へ



 乗車人員と積載貨物重量を設定します。

 はみ出し長さを入力し、はみ出し長さを加えたリアオーバーハングと積載時寸法の長さ
に変更します。

【第３章】 経路確認車両設定

② ④
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①

②積載貨物の重量を入力します。

ダブルスの場合、セミトレーラの積載貨物
重量を「前」、フルトレーラの積載貨物重量
を「後」に設定します。

①乗車人員を
入力します。

積載貨物重量・積載時寸法設定（「積載貨物はみ出し長さ」がある場合）

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順

④ 「積載貨物

はみ出し長さ」
を入力します。

⑥

⑥「設定」をクリッ
クします。

⑤

⑤「リアオーバーハング」と「積載
時寸法の長さ」に、④で入力した
「積載貨物はみ出し長さ」を加算
した値に変更します。

③

③貨物積載時
の高さを入力し
てください。

 リアオーバーハングと積載時寸法の長さは、積載物のはみ出し
長さを加算した寸法を入力してください。

p.30へ



 同じ型式のセミトレーラが複数台ある場合は、「セミトレーラ一括反映」で入力値を一括
で反映することができます。

【第３章】 経路確認車両設定

27

①

①同じ型式のトレーラを複
数台経路確認車両として
設定している。

積載貨物重量・積載時寸法設定（セミトレーラ一括反映）

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 セミトレーラ一括反映で、一括反映を行う型式を選択し、積載貨物の重量、寸法、リア
オーバーハング、積載貨物はみ出し長さを入力します。

【第３章】 経路確認車両設定
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積載貨物重量・積載時寸法設定（セミトレーラ一括反映）

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順

①

①一括反映を行う型式を選択し、
積載貨物重量、積載時寸法、リア
オーバーハング、積載貨物はみ出
し長さを入力します

②
②「反映」をクリックします。



 積載貨物重量及び積載時寸法を設定します。

 選択した型式のセミトレーラの積載貨物重量や積載時寸法、リアオーバーハング、積
載貨物はみ出し長さが一括で反映されます。

【第３章】 経路確認車両設定
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積載貨物重量・積載時寸法設定（セミトレーラ一括反映）

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順

①

①選択した型式のセミトレーラに、積載貨物重量、
積載時寸法、リアオーバーハング、積載貨物はみ
出し長さが一括で反映されます。

②

②予定される乗員
人数の入力を忘れ
ずに行ってください。

③

③「設定」をクリックします。



 操作確認のメッセージが表示されるので、「はい」をクリックします。

【第３章】 経路確認車両設定
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積載貨物重量・積載時寸法設定

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順

①

①「はい」をクリックします。

p.32へ



 経路確認で設定可能なトレーラの台数は、従来は最大で256台となっていましたが、今
回の改良により、最大5,000台のトレーラを設定できるようになりました。

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認で設定可能なトレーラ台数の拡張について（令和8年3月30日改良）

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順

4998

4999

5000

5,000件の検索結果

～ ～ ～ ～



【第３章】経路確認車両設定 –経路確認車両情報確認-

32



【第３章】 経路確認車両設定

 経路確認車両の情報を確認します。

 合成車両の確認状態に「未確認」がある事項は、「確認」をクリックして詳細を確認しま
す。

①

①合成車両の諸元等を
確認するため、確認ボタ
ンをクリックしてください。

33

経路確認車両設定

①
①合成車両に「未確認」
があれば、「確認」をク
リックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



 合成車両寸法・重量確認が表示されます。

 車両重量（合成値）、車両諸元合成値を確認します。

 荷重分布・車両諸元明細は右下の「表示」をクリックして確認します。

【第３章】 経路確認車両設定

34

経路確認車両設定

①

①荷重分布・車両諸元明細の確
認は、「表示」をクリックします。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



● 車両諸元値が特例８車種や新規格車の限度値を超える場合などは、このよ
うなエラーメッセージが表示されます。

【第３章】 経路確認車両設定
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経路確認車両設定

特例８車種や海上コンテナ、新規格車など、限度値を超えて登録を行った
場合、車両諸元もしくは積載貨物情報を変更いただく必要があります。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 荷重分布・車両諸元明細が表示されます。

①

①確認したら「閉じる」を
クリックします。

36

経路確認車両設定

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

 橋梁照査結果に「未確認」があれば、確認をクリックして確認して下さい。

37

経路確認車両設定

①
①橋梁照査結果に「未確認」
があれば、「確認」をクリックし
ます。

②

②橋梁照査結果を確認します。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

● 橋梁照査結果を確認してください。

①
①車検証で認証トラクタの場
合、○が表示されます

タイプ 「認定トラクタ」の判別条件 （タイプ1 ～タイプ2 のいずれか） 

１ ・緩和事項コード 005（軸重） 
及び

・制限事項コード 067（基準緩和による運行は、国際海上コンテナを輸送するトレー
ラをけん引する場合に限る）
の両方が記載されていること 

２ その他検査事項 630（保安基準第4条の2の告示で定めるものに適合） が記載され
ていること 

※認証トラクタとは、 橋梁照査要領に適合するように製造された海上コンテナ用トレーラを牽引する海上
コンテ ナのフル積載への対応を設計段階で考慮して製造された2軸トラクタ及び特例８車種のセミト
レーラを牽引する２軸トラクタで、その駆動軸重が 11.5トン以下であって、道路運送車両の保安基準第
４条の２第１項の規定による告示で定める軸重の基準に適合する車両を指します。

②車両合成値が軸重緩和
条件11.5t以下の場合、○が
表示されます

④ ①～③すべて○の場合、○が
表示され、通行条件の緩和を受け
ることができます。

⑤「確認完了」を
クリックします。

④②

③ ③

④

⑤

38

経路確認車両設定

③高速自動車国道等における許可限度重量算
定要領の照査１、照査２に適合する場合、それぞ
れ○が表示されます

③高速自動車国道等における許可限度重量算
定要領の照査１、照査２に適合する場合、それぞ
れ○が表示されます

④ ①～③すべて○の場合、○が
表示され、通行条件の緩和を受け
ることができます。

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順



【第３章】 経路確認車両設定

● 確認車両情報確認が完了すると経路設定へ進むことができます。

① 「経路設定へ」を
クリックします。

39

①

経路確認車両設定

現在

STEP 1

ユーザID取得

STEP 2

車両登録

STEP 3

経路確認車両
設定

STEP 4

通行可能経路
確認

STEP 5

手数料支払
回答書発行

STEP 6

通行可能経路
閲覧

申請手順
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